
庁舎等の在り方について 市民委員会からの意見提言 ２

「まいばら協働事業提案制度」がはじまります！ ３

平成24年度版「市役所ガイド」 中とじ

次回の広報まいばら発行日 ５月１日号 ４月26日（木）

主 な 内 容



「庁舎の在り方」
を考える

庁舎等の在り方検討市民委員会

市長への意見提言報告

３
月
29
日
に
米
原
庁
舎
で
、
市
民
委

員
会
の
岩
崎
委
員
長
と
大
橋
副
委
員
長

か
ら
、「
米
原
市
庁
舎
等
の
在
り
方
に

関
す
る
提
言
書
」
が
泉
市
長
に
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

昨
年
の
８
月
に
発
足
し
た
市
民
委
員

会
で
は
、
市
民
の
意
識
調
査
や
現
地
視

察
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、「
市
民
サ
ー

ビ
ス
機
能
」
と
「
執
務
機
能
」
の
両
面

か
ら
、
庁
舎
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
の
在
り
方
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。

検
討
の
結
果
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
維

持
し
つ
つ
、
行
政
効
率
な
ど
を
高
め
る

た
め
の
庁
舎
等
の
在
り
方
と
し
て
、
市

民
委
員
会
で
は
左
表
の
よ
う
に
意
見
提

言
を
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
市
長
は
、「
今
回
の

意
見
提
言
を
参
考
に
し
つ
つ
、
さ
ら
に

広
く
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
市
と
し
て

の
方
向
性
を
定
め
て
い
き
た
い
」
と
答

え
ま
し
た
。

岩
崎
委
員
長
は
、「
市
民
委
員
会
の

議
論
が
東
日
本
大
震
災
の
後
か
ら
始
ま

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
庁
舎
の
老
朽
化
を

不
安
視
す
る
声
や
分
庁
舎
方
式
で
緊
急

時
に
機
能
す
る
の
か
と
い
っ
た
意
見
が

多
か
っ
た

の
が
印
象

的
で
し
た
。

市
民
委

員
会
と
し

て
は
、
こ

の
よ
う
な

か
た
ち
で
意
見
提
言
を
ま
と
め
ま
し
た

が
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
今
後
の
議

論
の
動
向
に
も
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

い
て
、
将
来
の
米
原
市
の
た
め
に
庁
舎

が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考
え
て
い
た
だ

け
れ
ば
」
と
、
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

①庁舎および市民自治センターについて

・各庁舎に分散配置している「執務機能」は
1か所に集約する。また、併せて「庁舎」
も1か所に統合する。
・市民自治センターが有する「市民サービス
機能」は分散配置とし、最低4か所を確保
する。

付帯意見
・庁舎の統合に当たっては、将来世代に大き
な負担を残さないよう、可能な限り事業費
の縮減に努めること。

・庁舎の位置についての結論は出なかった
が、「現米原庁舎を含む米原駅周辺地域が
良い」という意見が大半であった。

・市民自治センターについては、他の公共施
設への移転も含めて検討すること。また、
併せて現庁舎の有効活用も検討すること。

②行政サービスセンターについて

・まずは他の公共施設と併設し、その後段階
的に設置箇所数を減らす。

付帯意見
・職員一人勤務を回避するため、早急に何ら
かの対応を図ること。

・将来的には、ICT(情報通信技術)を活用し
たサービス、コンビニおよび金融機関等の
施設・サービスの活用を検討すること。

・市民の利用実態に応じて、開設時間および
日数を検討すること。

市民委員会からの意見提言
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市長に議論の経過を報告する
岩崎委員長

お問い合わせ 管財課 公共施設対策室（米原庁舎） 1５２－６７８１ 5５２－４４４７

提言書の詳細は、市公式ウェブサイト
や市政情報プラザで閲覧できます。
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●募集提案の種類
①自由提案型
地域課題などの解決に向け、自由なテーマ
で団体等が提案する市との協働事業

②行政テーマ設定型
市が市民と協働で実施しようとする事業
や、これまで市が行ってきた実施方法など
に課題があるとしている事業をあらかじめ
テーマ設定し、団体等からの協働事業の提
案を求める事業

…自由提案型で今年度に完了する事業
すでに団体等で企画中の事業や、これまで温めてきた

事業で市と協働で実施しようと思われる提案をお寄せく
ださい。提案団体と担当課が、役割分担や経費負担など
について協議し決定します。

募集要項と応募書類は、市公式ウェブサイトからダウンロードできます。
随時、ご相談を受け付けます。関心のある方は、まずお電話でお尋ねください。

…7月頃～平成25年3月末
…4月16日(月)～5月28日(月)

●提案できる団体
活動拠点が市内にあり、5人以上の会員で

構成された団体。企業による社会貢献活動も
対象です。

●対象となる事業
団体等と市が協働で行うことで、相乗効果

が期待できる公益的または社会貢献的な事業
で、市内で実施されるもの。
例えば･･･
● 一部の地域だけではなく、幅広い地域へ
の波及効果が期待できる事業

● 社会問題や地域の課題の解決につながる
事業

● 課題を解決するための仕組みづくりのモ
デルとなる事業 など

この提案制度は、「市と協働して事業を進めたい」あるいは「既に

行われている行政の事業をより良いものにしたい」といった想いを

お持ちのみなさんからの提案を受け、市民のみなさんと行政が計画

段階から共に力を合わせ、公益的な課題を解決していく制度です。

実施が決定した事業は、経費や手法について提案団体と市の担当

課が協議を重ねて決定し、互いに協力し合いながら進めていきます。

採択事業は、書類審査と
公開プレゼンテーション
で決定します。

お問い合わせ 政策調整課 市民協働推進室（米原庁舎） 1５２―６６２６ 5５２―５１９５

プ レ 募 集 実施期間

対象事業

受付期間

…自由提案型・行政テーマ設定型で平成25年度に実施する事業
行政テーマ設定型のテーマは、5月15日号でお知らせします。よりよい
まちづくりのために、アイデアいっぱいの提案をお待ちしています。

…平成25年4月～平成26年3月末
…5月14日(月)～7月13日(金)本 募 集 実施期間

対象事業

実施期間

プレ募集相談会
日時 4月27日(金)

14時～/19時～の2回
場所 ルッチプラザ スタジオ310

制度 まいばら 制度 まいばら 制度 まいばら 

本募集説明会
5月下旬に
開催予定だよ。

みなさんのアイデアを
お待ちしています！
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司
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●国保米原診療所

所 長 （ 千
ち

種
ぐさ
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え み こ

）

副 所 長 長谷
は せ

川
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綱
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雄
お

部長兼福祉事務所長 佐
さ

竹
たけ

登志子
と し こ

福祉支援局

局 長 馬
ま

渕
ぶち

英
ひで

幸
ゆき

理 事 （ 膽
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吹
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一
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社会福祉課
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典
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雄
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課長補佐 的
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課 長 堤
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き く お

課長補佐 立
たち

木
き
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所 長 （ 堤
つつみ

基久男
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）

部 長 谷
たに
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隆
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一
いち

商工観光課

課 長 竹
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腰
こし

裕
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紀
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課長補佐 甲斐
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沼
ぬま

和
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弥
や

農林振興課

課 長 岩
いわ

山
やま

光
こう

一
いち

参 事 @ 畑
はた

徹
とおる

課長補佐 （ 須
す

藤
どう

正
まさ

明
あき

）

農業担い手推進室

室 長 須
す

藤
どう

正
まさ

明
あき

環境保全課

課 長 横
よこ

山
やま

信
のぶ

人
ひと

課長補佐 瀧
たき

上
がみ

正
まさ

志
し

●コンポストセンター

所 長 （ 瀧
たき

上
がみ

正
まさ

志
し

）

不燃物最終処分場対策室

室 長 （ 横
よこ

山
やま

信
のぶ

人
ひと

）

室長補佐 （ 瀧
たき

上
がみ

正
まさ

志
し

）

鳥獣対策室

室 長 的
まと

場
ば

市
いち

樹
き

室長補佐 磯
いそ

崎
ざき

進
すすむ

平成24年度

市長直轄組織

健康福祉部

市 民 部

主な変更点

「絆」と「防災」をキーワードに戦略的な取り組みを推進するため、4月から次のとおり組織
体制を強化します。

● 市民部の市民安全課を局に格上げし、「防災危機管理局」を新設
● 市長直轄組織の政策調整課内に「市民協働推進室」を新設
● 経済環境部に「鳥獣対策室」を新設
● 教育委員会の教育総務課内に「学校・園統合推進室」を新設

経済環境部

たか

たか

たか

たかよし

＊注1  課長補佐級以上の職員と
施設長のみを掲載

＊注2 氏名の（ ）書きは兼務

せ

ざき

せ
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総 務 部

たか

★

せ

新設

新設

くに

新設

★

★

★

★

●山東健康福祉センター
米原・近江保健センター
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きた

村
むら

正
まさ

行
ゆき

）

●山東・近江図書館

館 長 小
こ

北
きた

晶
あき

男
お

●市民交流プラザ

館 長 清
し

水
みず

洋
ひろ

美
み

副 館 長 北
きた

村
むら

正
まさ

行
ゆき

生涯学習課 スポーツ振興室

室 長 大
おお

橋
はし

守
まもる

生涯学習課 歴史・文化財保護室

室 長 桂
かつら

田
だ

峰
みね

男
お

●近江はにわ館

館 長 （ 桂
かつら

田
だ

峰
みね

男
お

）

●柏原宿歴史館

館 長 （ 桂
かつら

田
だ

峰
みね

男
お

）

こども元気局

局 長 坪
つぼ

井
い

修
おさむ

主席参事 （ 村
むら

田
た

優
ゆう

子
こ

）

参 事 （ 多
た

賀
が

正
まさ

信
のぶ

）

副 参 事 口分田
く も で

剛
つよし

副 参 事 須
す

戸
ど

三重子
み え こ

●子ども家庭サポートセンター

所 長 多
た

賀
が

正
まさ

信
のぶ

●特別支援サポートセンター

所 長 藤
ふじ

川
かわ

久
ひさし

●少年センター

所 長 引
ひき

山
やま

実
みのる

こども元気局 幼児教育室

室 長 村
むら

田
た

優
ゆう

子
こ

副 参 事 大
おお

林
ばやし

有加里
ゆ か り

●ひまわり教室

園 長 中
なか

嶋
じま

悦
えつ

子
こ

●いぶき認定こども園

園 長 宮
みや

永
なが

房
ふさ

一
いち

●米原中保育園

園 長 木
き

野
の

眞由美
ま ゆ み

●息郷保育園

園 長 川
かわ

嵜
さき

和
かず

男
お

●近江ひがし保育園

園 長 川
かわ

敦
あつ

子
こ

●近江にし保育園

園 長 木
き

村
むら

由
ゆ

美
み

●山東幼稚園

園 長 馬
ま

渕
ぶち

孝
たか

子
こ

●米原幼稚園

園 長 安
あん

食
じき

富美子
ふ み こ

●醒井幼稚園

園 長 和
わ

田
だ

とも子
こ

●ふたば幼稚園

園 長 田
た

中
なか

敬
けい

吉
きち

局 長 春
かす

日
が

敬
けい

三
ぞう

次 長 磯
いそ

谷
たに

豊
ゆたか

局 長 津
つ

田
だ

敏
とし

之
ゆき

局 長 北
きた

村
むら

剛
つよし

次 長 平
ひら

居
い

幸
こう

一
いち

教 育 部

市民自治センター

土木部

◆湖北広域行政事務センター

局 長 級 @ 畑
はた

光
みつ

信
のぶ

参 事 級 里
さと

本
もと

三智男
み ち お

参 事 級 森
もり

田
た

正
まさ

次
じ

補 佐 級 深
ふか

田
だ

昌
まさ

彦
ひこ

◆米原市社会福祉協議会

局 長 級 膽
い

吹
ぶき

一
かず

関係機関への
派遣職員

議会事務局

監査委員事務局

農業委員会事務局
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たか

たか

ざき

さき

★

★

新設

にし

★

くに

★印「企画調整監」

各部内の重要施策の企
画調整や、部局間の横
断的な調整を担当する
職員です。

ざき



市
で
は
、
昨
年
末
の
国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会
か
ら
の
答
申
内
容
に
基
づ

き
、
３
月
議
会
で
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正
を
行
い
、
平
成
24
年
度

保
険
税
率
を
改
定
し
ま
し
た
。

米
原
市
の
国
保
会
計
は
平
成
20
年
度

か
ら
赤
字
が
続
い
て
い
た
た
め
、
平
成

22
年
度
か
ら
３
年
間
、
段
階
的
に
税
率

改
定
を
毎
年
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
毎
年
の
収
入
不
足
を
補
う
た
め
に
、

「
国
保
財
政
調
整
基
金
」
を
取
崩
し
て
対

応
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
平

成
23
年
度
末
に
は
、
こ
の
基
金
残
高
も

残
り
少
な
く
な
る
見
込
み
で
す
。

今
回
の
税
率
改
定
に
よ
り
、
平
成
24

年
度
の
国
保
会
計
は
収
入
不
足
が
生
じ

な
い
見
込
と
な
り
ま
す
が
、
毎
年
、
医

療
費
は
伸
び
続
け
て
い
る
状
況
で
あ
り
、

平
成
25
年
度
以
降
の
税
率
に
つ
い
て
も
、

医
療
費
の
動
向
と
国
の
制
度
改
正
を
踏

ま
え
て
引
き
続
き
検
討
が
必
要
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

◆
主
な
改
正
点

今
回
の
税
率
改
定
に
よ
り
、
国
保
加

入
１
世
帯
当
た
り
の
保
険
税
額
は
、
平

成
23
年
度
か
ら
平
均
４
％
程
度
の
引
上

げ
と
な
り
ま
す
。
こ
の
改
定
に
よ
り
、

国
保
税
の
収
入
は
４
千
万
円
程
度
の
増

加
と
な
る
見
込
み
で
す
。

ま
た
、
資
産
割
に
つ
い
て
は
、
税
負

担
の
公
平
性
を
図
る
た
め
に
廃
止
し
ま

す
。

◆
平
成
24
年
度
の
国
保
税
額

平
成
24
年
度
の
国
保
税
額
に
つ
い
て

は
、
６
月
に
郵
送
す
る
納
税
通
知
書
に

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
納
付
は
６
月
か

ら
翌
年
３
月
ま
で
の
10
回
に
分
け
て
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
保
税
は
、
加
入
者
の
前
年
所
得
、

人
数
な
ど
に
よ
り
納
め
て
い
た
だ
く
税

額
を
世
帯
ご
と
に
計
算
し
課
税
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人

が
世
帯
に
１
人
で
も
お
ら
れ
る
と
、
世

帯
主
の
名
前
で
納
税
通
知
書
が
送
付
さ

れ
ま
す
。

＊
国
保
に
加
入
さ
れ
て
い
る
人
（
被
保

険
者
）
全
員
が
65
歳
〜
74
歳
の
世
帯

の
国
保
税
は
、
原
則
、
世
帯
主
の
年

金
か
ら
天
引
き
と
な
り
ま
す
（
年
金

か
ら
の
特
別
徴
収
）。
た
だ
し
、
世
帯

主
が
国
保
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い
場

合
、
年
金
の
額
が
年
額
18
万
円
未
満

の
場
合
、
介
護
保
険
料
と
国
保
税
の

合
計
が
年
金
額
の
１
／
２
を
超
え
る

場
合
は
除
き
ま
す
。

＊
国
が
定
め
る
基
準
所
得
を
下
回
る
世

帯
に
つ
い
て
は
、
所
得
に
応
じ
て
国

保
税
の
う
ち
均
等
割
と
平
等
割
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。
こ
の
軽
減
判
定
に
は

世
帯
主
と
世
帯
の
国
保
加
入
者
全
員

の
所
得
申
告
が
必
要
で
す
の
で
、
所

得
の
な
い
方
も
必
ず
申
告
を
お
願
い

し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
を

改
定
し
ま
し
た
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改 正 後

6.90%

（廃止）

26,900円/人

21,600円/世帯

51万円

改 正 後

2.80%

（廃止）

9,000円/人

7,200円/世帯

14万円

改 正 後

2.00%

（廃止）

9,200円/人

5,000円/世帯

12万円

税率改正内容について

1．介護分は40歳以上65歳未満の方のみ

医 療 分

所 得 割

資 産 割

均 等 割

平 等 割

限 度 額

後期高齢者支援金分

所 得 割

資 産 割

均 等 割

平 等 割

限 度 額

介 護 分

所 得 割

資 産 割

均 等 割

平 等 割

限 度 額

改 正 前

6.70%

8.40%

24,300円/人

19,800円/世帯

51万円

改 正 前

2.30%

2.80%

8,100円/人

6,600円/世帯

14万円

改 正 前

1.80%

2.50%

8,200円/人

4,500円/世帯

12万円



国
保
は
、
必
要
な
時
に
安
心
し
て
医

療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

被
保
険
者
（
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
）

が
普
段
か
ら
保
険
税
を
出
し
合
い
、
必

要
な
医
療
費
に
充
て
て
相
互
に
助
け
合

う
保
険
制
度
で
、
国
民
皆
保
険
制
度
を

支
え
る
大
切
な
社
会
保
障
制
度
で
す
。

近
年
は
、
高
齢
化
の
進
展
や
医
療
ニ

ー
ズ
の
増
大
等
に
よ
り
毎
年
医
療
費
の

支
払
い
に
必
要
と
な
る
金
額
は
伸
び
続

け
て
お
り
、
ま
た
、
他
の
健
康
保
険
組

合
等
と
比
較
し
て
、
高
齢
の
加
入
者
や

所
得
の
低
い
加
入
者
が
国
民
健
康
保
険

に
は
多
く
加
入
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

多
く
の
市
町
が
国
保
の
運
営
に
苦
慮
し

て
い
る
状
況
で
す
。

毎
年
増
加
す
る
医
療
費
を
抑
制
す
る

た
め
に
は
、
み
な
さ
ん
に
で
き
る
だ
け

健
康
な
状
態
を
保
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
こ
の
た
め
、
国
保
で
は

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
を
実
施
し

て
い
る
ほ
か
、
人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
制

度
を
活
用
す
る
こ
と
は
病
気
の
早
期
発

見
に
つ
な
が
り
、
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と

に
な
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
意
識
と
努
力
が
健
康
を

も
た
ら
し
、
国
保
財
政
の
健
全
化
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

国
保
税
を
納
期
限
内
に
納
め
て
い
た

だ
く
こ
と
も
、
不
要
な
経
費
を
削
減
す

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

国
保
の
健
全
運
営
の
た
め
に
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後期高齢者医療制度は、各都道府県単位の「広域連合」を運営主体として、
75歳以上の方（および一定以上の障がいにより認定を受けた65歳以上の方）
を対象としています。後期高齢者医療制度の被保険者の医療費の財源は、
●公 費（国・県・市町が負担するお金）…約5割
●支援金（75歳未満の方が負担するお金※障がい認定により後期高齢者

医療にご加入の65歳以上の方を除く）…約4割
●後期高齢者医療の被保険者が納める保険料…約1割
となっており、高齢者の方も含め、国民全体で支えあう制度です。
医療費は高齢化の進展や医療の高度化により年々増加しています。医療費
の増加は制度の財政を圧迫し、みなさんにご負担いただく保険料の増額にも
つながりかねません。限りある医療費の適正化のためにも、健康や医療につ
いて考えてみましょう。

同じ病気で複数の医療機関を必要以上に受診するのはできるだけ控えましょう。重複する検査や投
薬により、かえって体に悪影響がある心配があります。

～安定した制度で高齢者医療を守るために～

後期高齢者医療制度のしくみ

～医療機関での適正な受診を～

お
問
い
合
わ
せ

市
民
部
保
険
課(

近
江
庁
舎)

1
５
２
ー
６
９
２
２
5
５
２
ー
８
７
３
０

■ 市民部保険課(近江庁舎) 1 52ー6922 5 52ー8730
滋賀県後期高齢者医療広域連合 1 077ー522ー3013



市
で
は
、
琵
琶
湖
の
固
有
種
で
あ
る
ビ
ワ
マ
ス
を
昔
の
よ
う
に

天
野
川
に
遡そ

上
じ
ょ
う

さ
せ
よ
う
と
、
昨
年
、「
天
野
川
ビ
ワ
マ
ス
遡
上
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
県
や
関
係
機
関
と
も
連
携
し
な
が

ら
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
で
、
市
職
員
が
昨
年
11
月
に
醒
井
養
鱒
場
か
ら
譲
り

受
け
た
ビ
ワ
マ
ス
の
受
精
卵
を
各
家
庭
の
冷
蔵
庫
で
ふ
化
さ
せ
る

実
験
に
取
り
組
み
、
先
日
、
３
〜
４
cm
に
育
っ
た
稚
魚
を
上
丹
生

地
先
の
丹
生
川
に
放
流
し
ま
し
た
。

ビ
ワ
マ
ス
の
稚
魚
は
春
に
琵
琶
湖
へ
と
下
り
、
成
魚
に
な
る
３
、

４
年
後
に
産
ま
れ
た
河
川
を
上
っ
て
産
卵
す
る
と
い
う
習
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、
放
流
し
た
稚
魚
も
天
野
川
を
遡
上
し
て
、
丹
生
川

に
戻
っ
て
き
て
く
れ
る
こ
と
を
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

今
年
度
か
ら
は
、
河
川
管
理
者
で
あ
る
県
に
、
遡
上
の
妨
げ
と

な
っ
て
い
る
数
箇
所
あ
る
堰せ

き

に
魚
道
を
整
備
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、

ビ
ワ
マ
ス
が
遡
上
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

市
内
の
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
も
ふ
化
実
験
に
参
加
し
て
も
ら

い
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
人
々
が
身
近
に
ふ
れ
あ

え
る
川
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
４
月
１
日
記
）

米原市スポーツ顕彰表彰（敬称略）

●功 労 賞 寺村
てら む ら

五
ご

郎
ろ う

、谷村敏博
たに む ら と し ひ ろ

、宮永房一
みや な が ふ さ い ち

●特別表彰 要石
かなめいし

里沙子
り さ こ

、清
し

水
み ず

美
み

並
な み

、的
ま と

塲
ば

麻有
ま ゆ

、
塩川
しお か わ

直
な お

人
と

、田
た

中
な か

健
け ん

太
た

●優秀団体 坂田サンダーズスポーツ少年団、ピンク
モンスターMBC、山東ホッケースポー
ツ少年団、春照ホッケースポーツ少年団、
双葉中学校卓球部、伊吹山中学校ホッケ
ー部男子、伊吹山中学校ホッケー部女子、
伊吹高校男子ホッケー部、伊吹高校女子
ホッケー部

●優秀選手賞 124人 受賞者多数のため、市公式ウェブサ
イトでご紹介しています。

平成23年度スポーツ顕彰

受賞者のご紹介

まいばらに元気をお届けする まいスポ新聞

スポーツで優秀な成績をおさめた方やスポーツ振興
に功績のあった方々が表彰されました。今後の更なる
活躍を期待しています！

滋賀県スポーツ顕彰（敬称略）

●生涯スポーツ優良団体
NPO法人カモンスポーツクラブ
伊吹地区体育振興会
●スポーツ大会成績優秀者
・女子ホッケーU18第3回アジアカップ2011 優勝
要石
かなめいし

里沙子
り さ こ

、的
ま と

塲
ば

麻有
ま ゆ

、辻
つ じ

居紫歩
い し ほ

、清
し

水
み ず

美
み

並
な み

（伊吹高校）
・JOCジュニアオリンピックカップ
第12回全日本中学生都道府県対抗
11人制ホッケー選手権大会 優勝
畑
はた

野
の

修
しゅう

平
へ い

、笹
さ さ

木
き

朝光
とも み つ

、福
ふ く

田
だ

昇
しょう

司
じ

、山
や ま

田
だ

剛
つよし

、大澤
おお ざ わ

匠
たくみ

、
瀧
た き

上
が み

諒
りょう

大
た

、的
ま と

塲
ば

洸
こ う

希
き

、堀川直
ほり か わ な お

起
き

、@木
ぎ

温
あ つ

樹
き

、
笹
さ さ

木
き

大聖
たい せ い

、小
こ

寺
で ら

仁一郎
じん い ち ろ う

、太
お お

田
た

匡
きょう

亮
す け

、小久保
こ く ぼ

慶一朗
けい い ち ろ う

、
北村
きた む ら

海
か い

吏
り

、常
じょう

喜
ぎ

遼
りょう

矢
や

（以上、伊吹山中学校）、
井
い

関
せ き

渉
しょう

二
じ

、杉山
すぎ や ま

惇
あ つ

士
し

、西堀基
にし ぼ り も と

暉
き

（以上、大東中学校）
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お問い合わせ スポーツ振興室(ルッチプラザ内） 1５５―８０２０ 5５５―４５５６

た か
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このページは抜き取って保存し、
市役所へのお問い合わせなどにご活用ください。

（掲載内容は平成24年4月現在の情報）

実施日時・・・毎週木曜日(祝日の場合は前日) 19時まで延長
実施場所・・・第1・第3木曜日は伊吹庁舎と近江庁舎

第2・第4木曜日は山東庁舎と米原庁舎
取扱業務・・・各種証明書の発行・税金の納付・

125cc未満のバイクの登録など

時間外窓口のご案内

■ 市民窓口課（米原庁舎) 1 52ー6927  5 52ー4539



TEL 55ー8110 FAX 55ー8130
福祉総合窓口・福祉と医療の連携・福祉政策・民生委員・地域包括支援センター

福祉支援局

社会福祉課

高齢福祉課

健康づくり課

教育総務課

学校・園統合推進室

学校教育課

こども元気局

幼児教育室

生涯学習課

スポーツ振興室

歴史・文化財保護室

自治振興課

議会事務局

水源の里振興室

商工観光課

農林振興課

農業担い手推進室

環境保全課

不燃物最終処分場対策室

鳥獣対策室

自治振興課

農業委員会事務局

健康福祉部
（福祉事務所）

教育委員会

山東市民自治センター

米原市議会

市長直轄組織

経済環境部

伊吹市民自治センター

農業委員会

TEL 55ー8102 FAX 55ー8130
生活保護・障がい福祉・障がい認定・自立支援審査室

TEL 55ー8103 FAX 55ー8130
介護保険・介護予防・いきがい対策・介護認定

TEL 55ー8105 FAX 55ー2406
成人保健・精神保健・母子保健・健康づくり推進・保健センター

TEL 55ー8107 FAX 55ー4040
教育委員会･人事・庶務・施設管理・給食センター

TEL 55ー8107 FAX 55ー4040
幼稚園・小・中学校の統合整備

TEL 55ー8109 FAX 55ー4040（教育センターTEL55-8108）
学校教育・小中学校・教育センター

TEL 55ー8104 FAX 55ー4040  (こども家庭相談室TEL 55-8123)
（子ども家庭サポートセンター・特別支援サポートセンター TEL 55-8112）

児童福祉・母子福祉・次世代育成支援・児童虐待防止・不登校要保護支援・特別支援サポートセンター・
ひまわり教室・放課後児童クラブ・子ども家庭サポートセンター・青少年育成・少年センター・少子化対策

TEL 55ー8104 FAX 55ー4040
保育所・幼稚園・認定こども園

TEL 55ー8106 FAX 55ー4556
生涯学習・人権教育･文化振興・ルッチプラザ・図書館・公民館

TEL 55ー8020 FAX 55ー4556
スポーツ振興

TEL 55ー8020 FAX 55ー4556
文化財保護・はにわ館・歴史館・資料館

TEL 55ー8101 FAX 55ー2406
地域振興・庁舎管理・総合窓口・行政サービスセンター

TEL 55ー8111 FAX 55ー8007
市議会運営

TEL 58ー1121 FAX 58ー1630
水源の里振興・重点施策対象地域の支援

TEL 58ー2227 FAX 58ー1197
観光振興・商工振興・雇用対策・特産品開発・結婚相談

TEL 58ー2228 FAX 58ー1719
農村整備・土地改良・林政

TEL 58ー2228 FAX 58ー1719
有害鳥獣対策・鳥獣保護

TEL 58ー2228 FAX 58ー1719
農業行政の総合調整・農業後継者育成

TEL 58ー2230 FAX 58ー1630
環境施策・地球温暖化対策・廃棄物対策・狂犬病予防・コンポストセンター

TEL 58ー2230 FAX 58ー1630
不燃物最終処分場対策

TEL 58ー2221 FAX 58ー1630
地域振興・庁舎管理・総合窓口・行政サービスセンター・住宅団地販売

TEL 58ー2226 FAX 58ー1197
農地転用・農業者年金

ルッチプラザ内

ルッチプラザ内

ルッチプラザ内

庁舎代表連絡先
〒521ー0292 米原市長岡1206番地
TEL 55ー2040 FAX 55ー2406

山 東 庁 舎

庁舎代表連絡先
〒521ー0392 米原市春照490番地1
TEL 58ー1121 FAX 58ー1630

伊 吹 庁 舎



TEL 52ー6784 FAX 52ー5195
米原南工業団地・米原駅周辺整備振興・企業誘致/工場立地

庁舎代表連絡先
〒521ー8501 米原市下多良三丁目3番地
TEL 52ー1551 FAX 52ー4447

政策調整課

市民協働推進室

広報秘書課

都市振興局

総務課

財政課

管財課

公共施設対策室

人権政策課

米原駅周辺整備課

自治振興課

市民窓口課

会計室

監査委員事務局

公平委員会

防災危機管理局

税務課

収納対策課

保険課

建設課

都市計画課

住宅対策室

上下水道課

自治振興課

市長直轄組織

総務部

土木部

米原
市民自治センター

会計室

監査委員

公平委員会

市民部

土木部

近江市民自治センター

TEL 52ー6626 FAX 52ー5195
総合計画・経営戦略・行財政改革・企画

TEL 52ー6626 FAX 52ー5195
協働推進・市民活動団体支援

TEL 52ー6627 FAX 52ー5195
秘書・広報広聴・地域情報化施策・統計調査

TEL 52ー1552 FAX 52ー4447
行政手続・地縁団体・条例審査・情報公開・個人情報保護・職員人事/給与

TEL 52ー1553 FAX 52ー4447
財政計画・予算・決算・市債・地方交付税

TEL 52ー6781 FAX 52ー4447
入札・契約・検査・電算管理

TEL 52ー6781 FAX 52ー4447
市役所庁舎の再編・公共施設再配置・指定管理統括

TEL 52ー6629 FAX 52ー4539
人権施策・男女共同参画・多文化共生

TEL 52ー6628 FAX 52ー5195
区画整理区域工事・米原駅周辺整備工事

TEL 52ー6623 FAX 52ー4539（消費生活相談 TEL 52ー8088）
地域振興・庁舎管理・消費者相談

TEL 52ー6927 FAX 52ー4539
総合窓口・住民登録・戸籍・行政サービスセンター

TEL 52ー1555 FAX 52ー4447
出納・物品管理

TEL 52ー6782 FAX 52ー5195
決算審査・定期監査

TEL 52ー6782 FAX 52ー5195
勤務条件・不利益処分の審査

TEL 52ー6630 FAX 52ー6930
消防・地域防災・危機管理・交通安全対策・防犯・公共交通

TEL 52ー1556 FAX 52ー8730
市民税・固定資産税・軽自動車税・都市計画税

TEL 52ー3189 FAX 52ー6930
市税および各種公共料金の滞納整理

TEL 52ー6922 FAX 52ー8730
国民健康保険・診療所・後期高齢者医療・福祉医療・国民年金

TEL 52ー6925 FAX 52ー8790
道路・河川・砂防・除雪・水防・地籍調査・用地管理・交通安全施設

TEL 52ー6926 FAX 52ー8790
都市計画・市街地整備・開発許可・建築確認・景観形成

TEL 52ー6926 FAX 52ー8790
市営住宅・改良住宅譲渡・住宅耐震診断

TEL 52ー6923 FAX 52ー4858
上水道建設/管理・下水道建設/管理

TEL 52ー6920 FAX 52ー8730
地域振興・庁舎管理・総合窓口

選挙管理委員会事務局
固定資産評価審査委員会事務局

市長直轄組織のうち「水源
の里振興室」は伊吹庁舎

土木部のうち「米原駅周辺整
備課」は米原庁舎

米 原 庁 舎

庁舎代表連絡先
〒521ー8601 米原市顔戸488番地3
TEL 52ー3111 FAX 52ー4858

近 江 庁 舎

行政サービスセンター 息郷行政サービスセンター TEL54-2372 柏原行政サービスセンター TEL57-0012
醒井行政サービスセンター TEL54-1004 吉槻行政サービスセンター TEL59-0090



施 設 名
息郷地域総合センター三吉会館
和ふれあいセンター
人権総合センター ソーシャル・キャピタルプラザ
米原地域福祉センター ゆめホール
近江地域福祉センター やすらぎハウス
ボランティアセンター三島荘
柏原福祉交流センター
国民健康保険 吉槻診療所
国民健康保険 吉槻診療所大久保出張所
国民健康保険 吉槻診療所板並出張所
国民健康保険 米原診療所
国民健康保険 近江診療所
地域包括ケアセンターいぶき
米原保健センター
米原げんきステーション
山東健康福祉センター(ルッチプラザ内)
伊吹保健センター（伊吹健康プラザ愛らんど内）
近江保健センター（近江庁舎内）
子育て支援センターあゆっこ（米原中保育所園内）
子育て支援センター寺子屋（長岡保育園内）
子育て支援センターはなばたけ（いぶき認定こども園内）
息郷児童館
こども療育センターひまわり教室
甲津原交流センター
伊吹の里 旬彩の森
醒井水の宿駅
近江母の郷文化センター
グリーンパーク山東
米原公民館
山東公民館
近江公民館
市民交流プラザ（ルッチプラザ）
伊吹薬草の里文化センター
山東図書館
近江図書館
柏原生涯学習センター
大原生涯学習センター
山東生涯学習センター（きんせい）
伊吹山文化資料館
醒井宿資料館
柏原宿歴史館
近江はにわ館
市民体育館
伊吹山麓青少年総合体育館
伊吹第1グラウンド・伊吹第2グラウンド
山東グラウンド
近江グラウンド
米原野球場
山東B&G海洋センター
伊吹B&G海洋センター

電話番号 FAX番号
54-2172 54-2926
52-2232 52-8535
54-2444 54-3033
54-3100 54-3115
52-4393 52-5294
55-3933 55-3933
57-1800 57-1800
■問 ケアセンターいぶき(58-1222)
■ ケアセンターいぶき(58-1222)
■問 ケアセンターいぶき(58-1222)
54-5311 54-2383
54-2127 54-2139
58-1222 58-8036
54-5300 54-2365
52-6601 52-6603
55-4551 55-4556
58-1422 58-2231
52-6928 52-4858
52-1114 52-5131
55-3767 55-8222
58-2001 58-2001
54-2749 ―
52-4531 52-4540
59-0225 59-0225
58-0390 58-0406
54-8222 54-8223
52-5177 52-5178
55-3751 55-3785
52-2240 52-2242
55-2578 55-0562
52-3483 52-3895
55-4550 55-4556
58-0105 58-0296
55-4554 55-4557
52-5246 52-8177
57-0256 57-0256
■ 生涯学習課(55-8106)
55-3029 55-3029
58-0252 58-0252
54-2163 54-0150
57-8020 57-8020
52-5246 52-8177
55-2578 55-0562
58-1155 58-1155
■ 伊吹山麓体育館(58-1155)
■問 山東公民館(55-2578)
■ 近江公民館(52-3483)
■問 すぱーく米原(52-0884)
57-1414 57-1414
58-1636 58-1636

住 所
三吉1076
朝妻筑摩34-6
一色444
三吉570
顔戸21-2
池下428
柏原2202
吉槻1356
大久保683-6
上坂並203-2 
三吉581
能登瀬1303
春照58-1
三吉581
下多良三丁目3
長岡1050-1
春照56
顔戸488-3
下多良146-1
長岡1167-4
春照1950
三吉544
宇賀野505
甲津原1753
伊吹1731
醒井688-10
宇賀野1364-1
池下80-1
下多良三丁目3
長岡3127
顔戸1513
長岡1050-1
春照37
長岡1050-1
顔戸281-1
柏原2221
市場411
志賀谷1907
春照77
醒井592
柏原2101
顔戸281-1
長岡3127
春照77-2
春照80/春照1852
市場1077
顔戸1513
磯899-2
柏原2293-1
春照72-2

人 権

福 祉

保健医療

子 育 て

観光物産

生涯学習

歴 史

スポーツ
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滋
賀
県
の
観
光
は
琵
琶
湖
を
中
心
に
発

展
し
ま
し
た
。
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）

頃
か
ら
「
近
江
八
景
め
ぐ
り
」
な
ど
の
観

光
遊
覧
船
の
営
業
が
は
じ
ま
り
、
大
正
か

ら
昭
和
初
め
に
は
、
京
阪
神
の
観
光
客
向

け
に
豪
華
な
大
型
観
光
船
が
就
航
し
ま
し

た
。
ま
た
、
マ
キ
ノ
ス
キ
ー
場
に
は
、
昭

和
五
年
（
一
九
三
〇
）
に
大
津
と
海
津
を

結
ぶ
太
湖
汽
船
の
「
ス
キ
ー
船
」
が
就
航

し
関
西
の
客
を
誘
致
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

対
し
伊
吹
山
に
は
、
東
海
圏
か
ら
の
来
山

が
多
く
、
江
戸
時
代
か
ら
登
ら
れ
て
い
た

こ
と
な
ど
滋
賀
県
の
観
光
の
流
れ
と
は
一

線
を
画
し
ま
す
。

伊
吹
山
で
は
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）

の
修
験
宗

し
ゅ
げ
ん
し
ゅ
う

廃
止
令
な
ど
の
影
響
で
山
岳
信

仰
が
急
速
に
廃
れ
ま
す
が
、
江
戸
時
代
の

文
化
・
文
政
期
頃
か
ら
盛
ん
に
な
っ
て
き

た
庶
民
の
物
見
遊
山
に
着
目
し
、
京
阪
神

と
名
古
屋
か
ら
最
も
身
近
な
名
山
と
し
て
、

大
正
時
代
に
は
案
内
料
を
と
っ
て
登
山
客

を
誘
い
ま
す
。
山
麓
に
は
旅
館
が
経
営
さ

れ
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
に
は
中
山

な

か

や

ま

再さ

い

次じ

郎ろ

う

が
ス
キ
ー
の
講
習
を
お
こ
な
い
、

関
西
初
の
ス
キ
ー
場
と
し
て
そ
の
後
の
発

展
を
み
ま
す
。
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）

に
は
じ
め
て
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
『
伊
吹

山
名
勝
記
』
が
刊
行
さ
れ
、
こ
の
な
か

に
は
登
山
口
の
上
野
に
伊
吹
旅
館
の
ほ

か
、
登
山
案
内
所
、
採
集
の
案
内
、
標

本
の
販
売
、
登
山
記
念
物
、
土
産
品
販

売
、
伊
吹
百
草
湯
な
ど
を
掲
げ
る
店
が

多
数
み
ら
れ
ま
す
。

大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
に
設
立

さ
れ
た
「
対
山

た

い

ざ

ん

館
長

か
ん
ち
ょ
う

生
園

せ

い

え

ん

」
は
、
タ
イ

ル
張
り
の
百
草
風
呂
を
売
り
物
と
し
た

旅
館
で
、
薬
草
や
山
菜
の
集
荷
、
植
物

標
本
や
絵
葉
書
の
生
産
販
売
、
玉
突
き

な
ど
の
娯
楽
施
設
な
ど
を
経
営
し
て
い

ま
し
た
。
創
業
者
の
@
橋
七
蔵
は
、
明

治
二
一
年
（
一
八
八
八
）
に
上
野
で
生
ま

れ
、
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
伊
吹
山
に
親
し
み
、

草
刈
り
や
薬
草
採
集
に
は
子
ど
も
と
は
思

え
な
い
ほ
ど
よ
く
働
い
た
と
い
い
ま
す
。

日
清
戦
争
の
あ
と
に
登
山
客
が
急
増
し
、

案
内
人
を
か
っ
て
で
て
し
だ
い
に
専
門
知

識
を
身
に
つ
け
ま
し
た
。
明
治
三
九
年

（
一
九
〇
六
）、
坂
田
郡
教
育
会
が
東
京
帝

国
大
学
の
牧
野
富
太
郎
を
招
い
て
植
物
講

習
会
を
開
催
し
た
と
き
に
、
牧
野
と
の
生

涯
の
交
友
が
生
ま
れ
、
牧
野
は
対
山
館
を

定
宿
と
し
ま
し
た
。

伊
吹
山
文
化
資
料
館
（
春
照
）
に
は
、

対
山
館
へ
宛
て
ら
れ
た
葉
書
や
封
書
が
保

存
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
み
る
と
、
個

人
を
は
じ
め
漢
方
薬
店
、
問
屋
、
百
貨
店
、

製
薬
会
社
、
医
院
、
大
学
、
国
民
学
校
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
引
先
が
み
ら
れ
、
北
海

道
か
ら
熊
本
県
ま
で
二
八
都
道
府
県
に
わ

た
り
ま
す
。
東
京
・
神
奈
川
・
愛
知
・
岐

阜
・
滋
賀
・
京
都
・
大
阪
・
兵
庫
に
は
安

定
し
た
取
引
先
が
あ
り
、
文
面
か
ら
遠
路

見
本
を
携
え
て
顧
客
を
訪
ね
る
七
蔵
の
姿

が
浮
か
び
あ
が
り
ま
す
。

扱
わ
れ
て
い
る
商
品
の
中
心
は
、
古
く

か
ら
「
百
草
湯
」「
百
草
薬
」
な
ど
と
呼
ば

れ
る
ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ
、
ド
ク
ダ
ミ
、
ト

ウ
キ
、
ヨ
モ
ギ
を
基
本
に
配
合
さ
れ
た
浴

湯
薬
や
健
康
茶
、
こ
れ
ら
を
粉
末
に
し
た

胃
腸
薬
で
す
。
こ
れ
ら
の
主
力
商
品
以
外

に
約
二
〇
〇
種
の
植
物
が
取
引
さ
れ
て
い

ま
す
。
う
ち
約
一
三
〇
種
類
は
薬
用
植
物

で
、
種
子
、
苗
、
株
、
標
本
の
か
た
ち
で

薬
草
園
や
薬
局
と
取
引
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
一
四
年
の
牧
野
富
太
郎
か
ら

の
手
紙
に
は
ト
リ
カ
ブ
ト
の
採
集
に
い
き

た
い
旨
と
、
イ
ブ
キ
ト
ウ
キ
の
生
木
を
根

付
き
で
五
株
送
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
依
頼

が
記
さ
れ
、
伊
吹
山
の
植
物
が
七
蔵
を
介

し
て
牧
野
の
研
究
に
役
立
て
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
高
橋
七
蔵
は
、
伊

吹
山
で
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
草
刈
り
や
薬

草
採
集
、
登
山
案
内
で
蓄
え
た
知
識
を
観

光
産
業
に
発
展
さ
せ
ま
し
た
。

（
歴
史
・
文
化
財
保
護
室
）

@
橋
七
蔵
と
対
山
館

―
ま
い
ば
ら
の
先
人
⑦
―

米
原
市
の
歴
史
・
文
化
財
を
歩
く
85

伊
吹
山
観
光
こ
と
は
じ
め

伊
吹
山
の
植
物
利
用

▲ 薬草などの包装紙
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お問い合わせ 健康福祉部 福祉支援局（山東庁舎） 1５５－８１１０ 5５５－８１３０

お問い合わせ 健康福祉部 健康づくり課（山東庁舎） 1５５－８１０５ 5５５－２４０６

健康づくりに
積極的に取り
組んでいる人
を紹介します。

趣
味
を
生
か
し
て

「
脱
メ
タ
ボ
」

〜
米
原
市
在
住

Ａ
・
Ｍ
さ
ん
（
60
歳
代
女
性
）
〜

昨
年
の
９
月
に
特
定
健
診
を
受
診
し

た
と
こ
ろ
、「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
」
と
い
う
結
果
を
う
け
て
初
め

て
保
健
師
さ
ん
と
面
接
を
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
私
の
場
合
、
腹
囲
が
90

cm
あ
り
内
臓
脂
肪
が
多
く
蓄
積
し
て
い

た
の
で
す
。
今
ま
で
特
に
健
診
の
結
果

で
気
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、「
や
せ
な
く
て
は
い
け
な
い
な

ぁ
」
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
面
接
を

し
て
か
ら
、
早
速
主
食
を
野
菜
た
っ
ぷ

り
の
お
か
ゆ
に
替
え
て
茶
碗
に
７
分
目

に
し
て
、
約
１
か
月
継
続
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
間
食
も
減
ら
し
、
体
重
も
毎
日

計
る
こ
と
で
段
々
と
体
重
が
減
っ
て
い

く
の
を
実
感
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
去
年
の
夏
は
特
に
暑
い
日
が

続
い
て
い
た
た
め
熱
中
症
に
な
ら
な
い

よ
う
に
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
を
よ
く
飲
ん
で

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
糖
分
が
と
て
も

多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
控

え
る
よ
う
に
し
た
こ
と
で
、
も
と
も
と

夏
場
に
太
り
や
す
い
体
質
で
し
た
が
、

体
重
に
変
化
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。現

在
は
、
趣
味
で
週
３
回
程
度
の
自

主
グ
ル
ー
プ
で
の
体
操
、
週
１
回
の
カ

ラ
オ
ケ
教
室
、
月
２
回
の
編
み
物
教
室
、

週
２
回
の
掃
除
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に

参
加
し
、
時
間
が
あ
る
と
趣
味
を
楽
し

み
体
を
動
か
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

中
性
脂
肪
・
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
も
少
し
高
め
で
し
た
の
で
、
今
年
も

特
定
健
診
を
し
っ
か
り
受
け
て
、
結
果

を
見
て
行
く
と
と
も
に
、
こ
の
生
活
習

慣
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

＜担当保健師よりひとこと＞
生活習慣改善だけでなく、好きな
趣味を楽しまれたことで良い結果に
つながったのだと思います。今後の
健診結果もみながら、今の生活習慣
を楽しく続けてもらえると良いと思
います。健康は人生の目的ではなく、
豊かに生きるための手段です。

半年後は・・・

平成24年2月の健診結果

体重 48.0kg(－2.9kg)
BMI  22.7
腹囲 80.5cm

≪内臓脂肪が減少！≫
血圧 104／58

平成23年8月の健診結果
体重 50.9kg BMI  24.1
腹囲 90.0cm 血圧 108／58

※「BMI」とは
Body Mass Indexの略称で、身長当たり

の体格を指数で表します。標準18.5～24.9、
肥満25以上、痩せ18.4以下となります。

計算式…体重(kg)÷身長(m)÷身長(m)

筋
力
ア
ッ
プ
で
は
つ
ら
つ
生
活

・
・
・
・

年
齢
を
重
ね
る
ご
と
に
、
冷
え
込
ん
だ

日
に
膝
の
痛
み
を
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

膝
関
節
は
、
け
ん
玉
の
皿
の
上
に
玉
が

の
っ
て
い
る
状
態
と
同
じ
で
、
た
い
へ
ん

不
安
定
な
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

不
安
定
な
膝
関
節
を
安
定
さ
せ
て
い
る
の

が
、
筋
肉
や
靭
帯
で
す
。
人
が
歩
く
時
に

は
膝
関
節
に
体
重
の
３
倍
の
重
み
が
か
か

り
、
さ
ら
に
筋
肉
や
靭
帯
も
そ
れ
を
支
え

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

米
原
市
の
調
査
で
は
、
骨
折
や
変
形
性

関
節
症
な
ど
の
整
形
外
科
疾
患
で
介
護
が

必
要
に
な
る
の
は
、
80
歳
代
以
降
が
最
も

多
い
の
で
す
が
、
予
防
の
た
め
に
は
、
早

く
か
ら
生
活
に
運
動
習
慣
を
取
り
入
れ
て

筋
力
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

運
動
教
室
「
歩
楽

ほ

た

る
ん
教
室
」
を
受
講

し
た
の
ち
も
現
在
13
グ
ル
ー
プ
が
自
主
的

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
の
教
室
の
参
加

者
の
な
か
に
は
膝
関
節
痛
が
あ
っ
て
も
筋

力
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
痛
み
が
軽
減
し
て

き
た
人
も
い
ま
す
。

「
歩
楽

ほ

た

る
ん
教
室
」
の
受
講
な
ど
、
身
近

な
グ
ル
ー
プ
で
の
運
動
を
考
え
て
い
る
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
福
祉
支
援

局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

歩楽
ほ た

るん教室 (梅ヶ原区)

歩楽
ほ た

るん教室のご案内
●対象
おおむね65歳以上
●グループ人数
5名以上
●開催回数
10回(週1回、1時間半)
●内容
運動指導士による運動
●費用
スポーツ安全保険料

ひとり 1,000円

日
常
の
ケ
ガ
予
防
は
膝
関
節
の

筋
力
が
必
要
！

身
近
な
仲
間
と

筋
力
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う

「
歩
楽
ほ

た

る
ん
教
室
」の

ス
ス
メ
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① 干ししいたけは水に戻す。にんじん、かまぼこはい
ちょう切り、葉ねぎは小口切り、たまねぎはうす切
り、ごぼうはささがきにする。

② 水にしいたけ、にんじん、ごぼう、玉ねぎを加えて煮る。
③ 火が通ったら、調味料Aを加え、かまぼこ、ねぎを入
れ、最後に溶き卵に片栗粉（同量の水で溶いた）を
加えたものを沸騰した汁に入れ、とろみをつける。

④ ヒレカツを170℃の油で６分間揚げる。
⑤ 炊き上がったごはんに、元気丼の具、ヒレカツをの
せてできあがり！

作り方

元 気 丼 

ふんわりとした卵と、サクサクのヒレカツの食感が同
時に楽しめます。今回は、給食センターのどんぶりの具
がおいしく仕上がるポイントをご紹介します。まず、ふ
んわりとした卵に仕上げるには、汁をしっかり沸騰させ
ます。卵の量が多い場合は、２～３回に分けて卵を流し
入れます。また、卵に同量の水で溶いた片栗粉を加える
と、水分の蒸発が少ないため、口当たりがよくなります。

材料（４人分）

２月６日（月）の給食

毎月19日は「食育の日」

ほたるんの
食育通信
第17号

～食育のおはなし～
「早寝・早起き・朝ごはん」

なぜ、「早寝・早起き・朝ごはん」が大切なの
でしょうか。

成長ホルモンは、深い睡眠時間
の午前0時前に最も多く分泌され
るため、この時間帯はぐっすり
眠っていることが大切です。

朝日を浴びることで、体内時計
（25時間）がリセットされ、脳が
目覚めて24時間のリズムに調整
されます。

脳と体を動かすためには、エネ
ルギーが必要です。朝ごはんの
エネルギーで体温が上がり脳と
体の働きが活発になります。

朝食の欠食は、朝食以外の1回の食事量が多く
なり過食につながることから、肥満や生活習慣
病の発症率を高めることも確認されています。
また、毎日朝食を食べる子どもほど、試験の得
点が高い傾向があるといわれています。
早寝をすれば、翌朝早く目が覚めて、起きてか
らの時間的余裕も生まれ、自然とお腹が空いて朝
食が美味しくいただけます。早起きが習慣化すれ
ば、正しい生活リズムが作れます。お米を主食に、
野菜類、豆類、魚介類などを組み合わせたバラン
スの良い朝食を食べることを心がけましょう。
子どものころから正しい生活リズム・食習慣を
身につけ、健康な心と体を育むために、家族みん
なで『食育』を実践しましょう。

お問い合わせ
市 健康づくり課（山東庁舎）

1５５－８１０５ 5５５－２４０６

食育の基本は

家庭にあります。

家庭でおいしく

楽しい食育に取

り組みましょう。

A

精白米 300g(2合)
鶏卵 4個
片栗粉 大さじ1/2
干ししいたけ 適量
ごぼう 25g
たまねぎ 180g
にんじん 40g
ねぎ 25g

かまぼこ 40g
三温糖 大さじ1
こいくちしょうゆ 大さじ2
みりん 小さじ1/2
コンソメ 少々
塩 少々
水 280ml
ヒレカツ 4個(1個40g)
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　～いのちと人権～ 考えよう！ No.25

２
０
０
７
年
に
策
定
し
た
米
原
市
男

女
共
同
参
画
推
進
計
画
（
第
１
次
）
が
、

平
成
23
年
度
末
で
期
間
が
満
了
す
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
間
の
社
会
情
勢
の
変
化

に
対
応
し
た
内
容
に
す
る
た
め
、
市
で

は
男
女
共
同
参
画
懇
話
会
で
７
回
の
議

論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ

の
た
び
「
第
２
次
米
原
市
男
女
共
同
参

画
計
画
〜
ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ン
ま
い
ば

ら
21
〜
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
プ
ラ
ン
は
今
後
５
年
間
の
取
り

組
み
を
示
し
た
も
の
で
、
さ
ら
に
解
決

す
べ
き
重
点
課
題
を
定
め
、「
重
点
目
標
」

「
重
点
課
題
」
に
沿
っ
た
24
項
目
の
施
策

の
方
向
を
定
め
て
い
ま
す
。

女
性
と
男
性
の
た
め
の
男
女
共
同
参
画
計
画

ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ン
ま
い
ば
ら
21
を
策
定

お問い合わせ　総務部 人権政策課（米原庁舎） 1５２ー６６２９ 5５２ー４５３９

～ あらゆる分野への男女共同参画の促進 ～

●審議会等への女性の参画促進と管理職等への女性の登用促進

●女性の能力向上とエンパワーメント

●仕事と家庭、または地域活動の両立を可能にする働き方の見直し

●男女がともに担う家事、育児、介護等の促進

●男女がともに担う地域活動の促進

●男女共同参画の視点に立った「水源の里」の再生

●男女の雇用機会均等と管理職等への女性の登用促進

●仕事と家庭、または地域活動が両立できるゆとりある就業環境の整備

●職業能力の開発と職域拡大、チャレンジ支援

●農林、水産、および商工業における男女共同参画の推進

多様な主体との協働重点目標Ⅰ

～ 男女の人権尊重と男女共同参画の意識づくり ～

●男女平等、男女共同参画に向けた広報や啓発の推進

●男女共同参画の視点に立った家庭教育

●男女共同参画の視点に立った保育と教育

●男女間や高齢者、子ども、障がい者などに対するあらゆる暴力の根絶

●セクシャル・ハラスメント対策とドメスティック・バイオレンス対策

の推進と被害者支援

●男女平等、男女共同参画の視点に立った学習プログラムの充実

●男女の相互理解、協力等を推進するための学習環境づくり

多様性の尊重と学び重点目標Ⅱ

～ 男女がともに安心して豊かに暮らせる環境づくり ～

●男女共同参画による住みよい地域社会づくり

●子どもが健やかに育つ環境づくり

●生活の安定と自立支援（障がい者、高齢者、ひとり親家庭、外国籍

市民など）

●国際理解と国際交流の推進

●母性の尊重と母子保健の充実

●生涯にわたる心身の健康保持と増進

●性と生殖に関する意識啓発と性の尊重

共生のまちづくり重点目標Ⅲ

【24項目の施策】

懇話会会長(右)から意見書を提出してい
ただきました。
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申請を希望される方は、事前に農
林振興課へご相談ください。
受付期間▼
4月16日(月)～5月15日(火)
土・日・祝祭日を除く
8時30分から17時15分まで
受付場所s農林振興課(伊吹庁舎)
※期間を過ぎた場合は、次回受付(8
月中旬～9月中旬頃)となります。

■ 市 農林振興課(伊吹庁舎)
1 58－2228 5 58－1719

交通事故相談を次のとおり実施し
ています。専門の相談員が対応しま
すので、安心してご利用ください。
県立交通事故相談所 大津本所
〒520-0807 大津市松本一丁目2番
1号 大津合同庁舎3階
1077-528-3425
県立交通事故相談所 彦根分室
〒522-0071 彦根市元町４番１号
湖東合同庁舎2階
10749-27-2230
相談時間s9時～12時、13時～16時
＊祝日・年末年始は休み。彦根分室
の面談相談は火・木曜日のみ。

＊文書相談や巡回相談も実施してい
ます。詳しくは大津本所まで。

■ 県立交通事故相談所 大津本所
1 077－528－3425

●減免の対象となる方
身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療
育手帳、精神障害者保健福祉手帳をお
持ちで一定の要件に該当する方。
また、上記に該当し、単身で生活す
る方の所有する軽自動車等を運転する
常時介護者。
●減免の対象となる軽自動車
身体障がい者・知的障がい者・精神
障がい者本人が所有する軽自動車、原
動機付自転車、二輪の小型自動車、ま
たは、18歳未満の身体障がい者、知的
障がい者、精神障がい者の通学、通勤
もしくは生業のために利用するための
軽自動車、原動機付自転車、二輪の小
型自動車。
＊減免は一人一台です。自動車税
（普通自動車)の減免を受けておられ
る場合は対象になりません。

＊自動車税(普通自動車)の減免を受け
られている場合は対象外

●減免申請に必要なもの
身体障害者手帳・戦傷病者・療育・
精神障害者保健福祉等いずれかの手
帳、印鑑、免許証、自動車車検証、軽
自動車税減免申請書
＊運転者が、生計を一にする者の場合は生
計同一証明書、常時介護者の場合は、生
計同一証明書・常時介護証明書が必要

●申請期限
5月24日(木)
■ 市税務課(近江庁舎)

1 52－1556 5 52－8730

4月から次のとおり料金を改定しま
した。浄化槽は、浄化槽法により年
に1回の法定検査が義務付けられてい
ます。点検のお申込みなど、詳しく
は下記まで。

■ (社)滋賀県生活環境事業協会
（滋賀県知事指定検査機関）
1 077－554－9271

5月1日(火)は県立文化産業交流会
館が休館のため、米原出張窓口はお
休みです。申請には平日の火・水・
木曜日にお越しください。
なお、大津窓口(ピアザ淡海/大津市
におの浜)は、土・日・祝日・年末年
始を除き、申請受付業務を行ってい
ます。
■ 滋賀県パスポートセンター

1 077－527－3323

おしらせ 農用地利用計画の変更
(農振除外)の受付について

おしらせ 県立交通事故相談所
(秘密厳守・相談無料)

おしらせ 浄化槽検査手数料
4月から改定

おしらせ パスポートセンター
｢米原出張窓口｣より

おしらせ 軽自動車税の
減免手続について

浄化槽の人数
10人以下
11～20人
21～50人
51～100人
101～200人
201～300人
301～500人
501～1,000人
1,001～2,000人
2,001人以上

旧料金
5,000円
5,000円
7,000円
7,000円
8,000円
8,000円
10,000円
14,000円
14,000円
14,000円

新料金

5,000円
6,000円
9,000円
10,000円
11,000円
12,000円
14,000円
18,000円
20,000円
21,000円

収納対策課からのお知らせ 平成24年度 税・料金等の納期限について
今年度の税や料金などの納期限は下記のとおりです。納付計画の参考にしてください。

◆納付は便利な口座振替で 市の窓口や指定金融機関に口座番号のわかるものと口座の届出印をご持参ください。
◆コンビニ納付も便利です 24時間いつでも気軽にコンビニで納付ができます。（後期高齢者医療保険料・下水道事業受益者負担金は除く）

■問 市収納対策課（近江庁舎）1 52－3189 5 52－6930

市県民税(普通徴収)
固定資産税
軽自動車税
国民健康保険税(普通徴収)
後期高齢者医療保険料(普通徴収)
保育所保育料
介護保険料(普通徴収)
水道料金(上水・簡水)
下水道使用料(公共・農村)
下水道事業受益者負担金

４月
5/1

4月分

○
○

５月
5/31

第1期
全期

5月分

○
○

６月
7/2
第1期

第1期

6月分
第1期
○
○

７月
7/31

第2期

第2期
第1期
7月分
第2期
○
○
○

８月
8/31
第2期

第3期
第2期
8月分
第3期
○
○

９月
10/1

第3期

第4期
第3期
9月分
第4期
○
○
○

10月
10/31
第3期

第5期
第4期
10月分
第5期
○
○

11月
11/30

第6期
第5期
11月分
第6期
○
○
○

12月
1/4

第4期

第7期
第6期
12月分
第7期
○
○

１月
1/31
第4期

第8期
第7期
1月分
第8期
○
○

２月
2/28

第9期
第8期
2月分
第9期
○
○

３月
4/1

第10期
第9期
3月分
第10期
○
○
○

税

納 期 限

料

水
道
下
水
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学校給食の適切な運営や安心・安
全な給食を提供のため、学校給食運
営委員会でご意見をいただきます。
募集人員s3人以内
任期s6月1日から翌年3月末まで
応募資格s市内在住・在勤・在学の
満20歳以上の人（5月1日現在）

※市の他の審議会などの委員に3つ以
上委嘱されている方を除く

応募方法s所定の用紙に必要事項を記
入の上、持参・郵送・ファックス・
メールのいずれかで。応募用紙は給
食センター、各庁舎自治振興課、ま
たは市公式ウェブサイトで配布

■ 市 東部給食センター
1 55－1403 5 55－1913

市では、社会全体で子育ち･子育て
を支援していくための施策の要とな
る「（仮称)米原市こども条例」を策定
します。
この条例の策定にあたって公募委

員を募集しますので、子育て支援等
への熱い思いを持つあなたの参画を
お待ちしています。
募集人員s2人程度
任期s委嘱の日から翌年3月末(答申の日)まで
応募資格s応募時点で、市内在住・
在勤の20歳以上の方

＊市の議会議員、付属機関等の委員
および市職員を除く

業務内容s3～4回程度審議会に出席
し、条例の策定に関し意見を述べ
ていただきます。

応募方法s所定の用紙に必要事項を
記入の上、持参・郵送・ファック
ス・メールのいずれかで。応募用
紙は、こども元気局、各庁舎自治
振興課、市公式サイトで配布

■ 市 こども元気局(山東庁舎)
1 55－8104 5 55－4040

聴覚障がいについての理解を深め、
コミュニケーションの手段である手
話で自己紹介や簡単な会話ができる
よう目指す実践講座です。
開催期間▼
5月29日(火)～10月30日(火)
毎週火曜日19時～21時
7月17日、8月14日、21日は休講
会場s近江庁舎2F会議室
対象者s次の条件を全て満たす方
・米原市・長浜市に在住在勤の18歳
以上の方

・手話の経験がまったくないか、お
おむね1年未満の初心者

・全講座履修できる見込みのある方
定員s30名(定員を超える場合は米原
市内在住在勤の方を優先)

受講料s無料
・教材費1,500円程度は自己負担
・実地学習の交通費等が別途必要
申込方法s社会福祉課または各庁舎
に備え付けの用紙で申込

■■・■ 市 社会福祉課(山東庁舎)
1 55－8102 5 55－8130

募集 学校給食運営委員
5月7日(月)締切

募集 手話入門講座受講生
5月15日(火)締切

募集 こども条例策定審議会委員
4月27日(金)締切

醒ケ井駅・柏原駅
米原市が管理する醒ケ井駅と柏原駅で切符・定期券を
購入すると、売上の約5%が米原市の収入となります。

～お得なきっぷの紹介～
新幹線シャトルきっぷ（往復）
柏 原－京 都 3,600円
柏 原－新大阪 5,420円
醒ケ井－京 都 3,280円
醒ケ井－新大阪 4,800円

＊米原市が管理する醒ケ井駅・柏原駅では、クレジット
カード、ICOCA、TOICAはごできません。

＊次の期間はシャトルきっぷを利用できません。
4月27日～5月6日、8月11日～20日、
12月28日～翌年1月6日
＊柏原駅でも醒ケ井駅ー京都ほか他区間のきっぷが購入
できます。

＊詳しくは、駅係員にお尋ねください。

坂田駅
坂田駅には自動券売
機が設置されています
が、 3月 1 2日から
ICOCAがチャージで
きる機器に更新されま
した。
自動券売機の売上の
5%が米原市の収入と
なりますので、坂田駅
でICOCAチャージを
して便利に快適に出か
けましょう。

■ 市防災危機管理局(近江庁舎) 1 52ー6630 5 52－6930 

春のおでかけは市内の駅から♪
～切符・定期の購入とICOCAのチャージで市に貢献！～

米原市内の交通事故（平成24年3月31日現在）※カッコ内は前年比
件数 14件（ －3件 ）、死者 0人（ ±0人 ）、傷者 24人（ ＋10人 ）

「事故0」を
滋賀の道から
あなたから
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～ドラマティックミュージック～
4人の能楽師による能囃子で、近年
の新作曲も交えたコンサート。
日時s5月13日(日) 14時開演
前売チケット(自由席)▼
大人 2,500円、学生(18歳以下) 1,000円
②青島広志コンサート
歌とピアノによる四季～春から夏へ～
『世界一受けたい授業』等でおなじ
みの青島広志先生によるコンサート。
日時s6月3日(日) 13時30分開演
前売チケット(全席指定)▼
大人 1,500円、高校生以下 1,000円
注意事項
＊3歳未満は親子室で鑑賞です。
＊当日券はそれぞれ500円増。
＊友の会会員は1割引

■ ルッチプラザ
1 55－4550 5 55－4556

ユウスゲやその他の貴重植物の保
護活動を行っているメンバーと一緒
に、雑草の刈取りなどのボランティ
アに協力していただけませんか。期
間中、1日の参加でも歓迎します。
活動日s4月～11月の日曜、木曜

8時30分～15時30分
集合場所s伊吹山林道ゲート前
■ ユウスゲと貴重植物を守り育てる会

1 58－1238(森) 158－0604(吉川)

応募資格▼
・海外青年協力隊･･･満20歳から満39
歳(締切日時点)で日本国籍を持つ方

・シニア海外ボランティア･･･満40歳
から満69歳(締切日時点)で、日本
国籍を持つ方

応募締切s5月14日(月)消印有効
説明会s(予約不要・参加無料)
4月22日(日)フェリエ南草津
10:30～ シニア海外ボランティア
14:30～ 青年海外協力隊
＊上記以外でも各地で説明会を開催
します。詳細は下記まで。

■ JICAボランティア募集選考窓口
1 03－3406－9900

URL http://www.jica.go.jp/

期間s8月23日(木)～8月31日(金)
定員s40名(多数の場合は抽選)
応募資格s高校生を除く、県内在住
の満18歳(4月1日現在)以上の方で、
団体行動に協調でき、ホームステ
イが一人でも可能な方。

※参加費用未定（参考:前回186,000円）
受付s4月16日(月)～5月15日(火)
応募方法s申込書を政策調整課(米原庁舎）、
または各庁舎自治振興課へ。申込書は、政
策調整課または下記のウェブサイトにて。

■ 公益財団法人 滋賀県国際協会
1 077－526－0931

URL http://www.s-i-a.or.jp

上水道の社会見学をしませんか。
地震対策やびわ湖の環境問題など、
誰かに話したくなる上水道の秘密を
お伝えします。
開催日程s毎月第2水曜日10時～11
時30分(1月のみ第3水曜日)

会場s長浜水道企業団
(長浜市下坂浜町248-22)

対象s長浜市(旧長浜、旧びわ、旧虎
姫）、または米原市の旧近江町にお
住まいで、水道を使用されている
18歳以上の方※国・地方公共団体
の議員および職員は対象外。

期間s6月～翌年3月まで
定員s15人(申込多数の場合は選考)
申込方法s郵送・FAX・ウェブにて
申込期限s5月30日(水)必着
■■・■ 長浜水道企業団

1 62－4101 5 63－6819
URL http://www.eonet.ne.jp/̃nagasui/

長浜農業高等学校の生徒が日頃の
授業や実習で生産した農産物や加工
品を販売します。
日時s4月28日(土)9時～11時
会場s長浜農業高等学校 農場
内容s野菜苗・堆肥・花苗・観葉植
物・寄せ植え・農産加工品など

■ 長浜農業高等学校
1 62－0967 5 62－0876

催し ルッチプラザの
イベント情報

募集 伊吹山３合目周辺植物
保全活動ボランティア
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人口40,868人（－68） 男20,056人（－28） 女20,812人（－40） 世帯数13,720世帯（＋9）

65歳以上の人口 10,188人 高齢化率 24.93% ※（ ）内は前月との比較【平成24年4月1日現在】

エコバックはもはや常識!?
みなさん、買い物にはエコバックを持
参していますか？もはや常識となりつつ
あるマイバックですが、面倒だし・・・
なんて思っていませんか。道の駅「伊吹
の里・旬彩の森」では、一昨年の３月か
らレジ袋の有料化に取り組んでおられ、昨年に引き続き、その売上金の
一部を「伊吹山を守る会」に寄付されました。このような地道な取り組
みも、みんなで行動すれば自然環境を守ることにつながっていくのです。
新しいスタートの季節。さぁ、みんなでエコライフ始めましょう！

一人が変われば
、 

世界も変わる！
! 
12今月の表紙

カムバック・ビワサーモン！

3月25日、上丹生地区でビワ
マスの稚魚を放流するイベント
が開催されました。このイベン
トには地元の小学生や市内の親
子のみなさんが参加し、市役所
職員75人が飼育した稚魚と県の
漁業協同組合連合会がふ化させ
た稚魚1万匹が放流されました。
稚魚は3年～4年琵琶湖で成長し
たのち、再び産卵のために生ま
れた河川に戻ってきます。ビワ
マス達が帰ってくるのが楽しみ
ですね。

募集 水道モニター制度
｢大人の社会見学｣

催し 長農
春の農産物販売会

募集 海外青年協力隊
シニア海外ボランティア

募集 滋賀県ミシガン州
友好親善使節団



ウイルス感染によって、請求画面が消えなくなったと思われます。
料金を支払っても請求画面は消えません。安易にクリックしないことが大切です。ウ
イルス対策ソフトを利用し、最新の状態に保つようにしましょう。子どもがパソコンを
利用する場合は、フィルタリングソフトの利用も検討してください。請求画面の削除方
法については、（独）情報処理推進機構のウェブサイトが参考になります。
URL http://www.ipa.go.jp/

アドバイス

近年、未婚化や晩婚化が全国的に進む中、それに伴う少子化や人口減少などの問題が地域の課題となっ
ています。その原因の一つとして、これまで職場や地域活動などに存在していた出会いの機会が社会構造
の変化により、減少していることがあげられます。
そこで、市では出会いの場づくりを少しでも増やしたいと考え、結婚相談員による相談窓口の開設や支
援活動を実施しています。相談は無料で、秘密は厳守されます。安心してお気軽にご利用ください。

毎月第2木曜日 13時30分～16時／毎月第4土曜日 9時30分～12時
当面の予定･･･4月28日(土) 9時30分～12時 近江公民館

5月10日(木) 13時30分～16時 伊吹薬草の里文化センター
＊「広報まいばら」毎月1日号に当月の日程・会場を掲載していますのでご確認ください。
なお、4月1日号P17に掲載した相談日程に誤りがありました。お詫び申し上げます。

予約不要、直接会場へご来場ください。
登録制(無料)のパートナー探しをご希望の方は本人写真を2枚ご用意ください。
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アダルトサイトの請求画面が消えない アダルトサイトの請求画面が消えない 

環境保護のため再生紙を使用しています。

植物油インキで印刷しています。

この市政情報紙「まいばら」は13,300部作成し、１部あたりの単価は
15円です。（１円未満切り捨て）※職員の人件費は含まれていません。
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■問 市商工観光課（伊吹庁舎) 1 58－2227  5 58－1197

パソコンで検索して、アダルトサイトに入った。年齢確認で「20歳以上」
をクリックし、「業務上のパソコンではありません」の項目をクリックしたと
ころ、登録完了となり、3日以内に9万円支払うようにという請求画面になっ
た。画面を閉じてもしばらくすると請求画面が表示され、パソコンを強制終
了させて再起動しても請求画面が現れる。

事例1

小学生の子どもがパソコンで動画サイトを見ていたら、いつの間にかアダルト
サイトにつながった。数回クリックしたら登録となり、6万円入金するようにと
いう請求画面が表示された。請求画面が消えない。

事例2

相談日程

相談方法

ー 消費生活相談コーナー 
困ったときは
米原市消費生活相談窓口へ

（米原庁舎１階）
相談専用 152－8088
受付 平日 9時30分～16時
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